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い
て

印
度
に
入
っ
て
居
ら
ず
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ

て
後
漠
の
明
帝
の
時
、

王
英
が
責
老

好
ん
て
浮
贔
を
祀
っ
た
か
ら
、

一五

こ
と
は
疑
え
な
い

後
漠
の
明
帝
が
金
人
を
夢
み
、
察
倍
等
を
天
竺
に

十
二
章
網
が
闘
さ
れ
た
と
云
う
所
謂
漠
明
求
法
説
は
色
々
の
面
か
ら
そ
の
鱈
真
性
を
疑
わ
れ
た
。
例
え
ば
マ
ス
ペ
ロ
氏
の
説
が
大
谷
膀
鰐

氏
に
よ
り
東
洋
學
報
一
の
二
に
（
明
治
四
十
四
年
五
月
）
紹
介
さ
れ
た
。
次
い
て
常
盤
大
定
椰
士
が
「
漢
明
求
法
説
の
研
究
」
を
仝
じ
く
東

洋
學
報
一

0
の一

を
論
じ
、
叉
四
十
一

買
氏
は
東
洋
學
報
十
一
の
一

（
大
正
九
年
一
月
）
に
褻
表
さ
れ
、
の
沿
革
及
び
マ
ス
ペ
ロ
氏
が
取
り
上
げ
た
牟
子
の
理
惑
論
の
製
作
年
代

を
東
晋
初
期
の
作
と
云
い
、
白
馬
寺
の
名
稲
は
四
晋
末
以
後
と
推
定
さ
れ
た
。
白
馬
寺
に
闘
連
し
て
、
大
谷
膀

（
大
正
十
年
一
月
）
に
「
支
那
に
於
け
る
彿
寺
の
超
原
に
就
い
て
」
さ
れ
た
。
そ
の
後
白
烏
庫
吉
拇
士

は
昭
和
十
年
五
月
に
「
佛
敦
東
漸
の
偲
説
」

造
っ
た
金
人
十
二
は
紫
微
宮
（
北
臆
屋
）
の
周
詞
の
十
二
の

分
捕
ら
れ
廿
泉
宮
に
宮
直
さ
れ
た
）
は
北
臆
星
を
詞
と
し
て

れ
丈
は
亭
宜
だ
ろ
う

佛
敦
偲
末
文
獣

さ
れ
た
（
酉
域
史
研
究
上
巻
所
牧
）
。
白
烏
博
士
は
初
め
金
人
を
解
説
し
、
秦
始
皇
帝
が

に
霜
去
病
に

っ
た
も
の
て
あ
り
、
匈
奴
の
休
屠
王
の
祭
っ
た
金
人

っ
た
も
の
て
あ
り
、
ど
ち
ら
も
佛
像
と
は
伺
の
闘
係
も
な
い
こ
と
を
明
か
に
さ

れ
、
漠
明
帝
の
感
夢
陣
説
は
マ
ス
ペ
ロ
氏
の
研
究
に
ゆ
づ
り
、
に
見
え
る
前
漠
の
哀
帝
元
嵩
元
年
（
紀
元
前
二
年
）
に
漠

か
ら
景
虞
が
大
月
氏
國
に
行
き
、
大
月
氏
0
伊
存
か
ら
浮
屠
誕
を
口
づ
か
ら
授
か
っ
た
と
云
う
話
に
つ
い
て
、
多
く
の
東
酉
の
學
者
が
こ

つ
て
い
る
が
、
常
時
大
月
氏
は
バ
ク
ト
リ
ア
（
今
バ
ル
ク
）
に
届
り
、
未
だ
ヒ
ン
ヅ
ー
ク
シ
ュ
山
脈
を
越
え
て

て
居
な
か
っ
た
か
ら
こ
の
説
も
儒
用
出
来
な
い
と
さ
れ
た
。
そ
し

の
初
め
に
は
佛
数
が
悼
つ
て

し、

佛
敦
停
来
文
獣
に
就
い
て

竺
法
間
の
二
沙
門
を
得
、
洛
陽
に
白
馬
寺
が
建
て
ら
れ
、
四

桑

田
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さ
て
漠
明
求
法
説
は
、
常
盤
拇
士
の
研
究
に
よ
り
て
明
か
な
如
く
、
始
め
化
詞
網
四
十
一

錯
誤
を
公
然
犯
し
て
居
り
、
梁
の
高
僧
偲
に
至
り
察
倍
に
訂
正
す
る
九
ど
仰
説
そ
の
も
の
が
た
よ
り
な
い
も
の
て
あ
る
。

白
烏
博
士
に
よ
り
否
定
さ
れ
て
仕
舞
っ
た
。
残
る
は
楚
王
英
0
仰
敦
信
仰
に
闘
す
る
も
3
}て
あ
る
が
、
こ
れ
は
マ
ス
ペ
ロ
氏
常
聾
栂
士
白

鳥
拇
士
等
い
づ
れ
も
是
認
さ
れ
て
居
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
疑
間
を
担
い
て
は
い
け
な
い
て
あ
ろ
う
か
。

楚
王
英
偲
は
後
漠
書
巻
七
二
に
あ
る
が
、
そ
の
他
明
帝
霰
帝
の
間
に
作
ら
れ
た
東
観
淡
記
唸
二
及
び
東
晋
の
初
め
衷
宏
の
作
っ
た
後
漠

紀
巻
一

0
（
四
部
叢
刊
）
に
英
の
記
事
が
あ
る
。
後
漠
臼
に
よ
る
と
菱
王
英
は
明
帝
と
同
じ
く
光
武
帝
の
子
て
、
明
帝
と
は
緑
を
異
に
し
た

が
明
帝
が
太
子
て
あ
っ
た
頃
か
ら
明
帝
と
特
に
親
し
く
し
て
い
た
、
年
少
の
頃
は
滸
恢
を
好
み
賓
客
と
交
り
、
晩
年
に
は
責
老
0

び
浮
屠
の
為
め
に
齋
戒
祭
祀
し
、
明
帝
が
永
平
八
年
辟
罪
（
大
旱
）
に
臨
み
胴
畢
つ
て
（
餃
漠
紐
）
死
卯
に
あ
た
る
者
を
し
て
皆
綜
を
納
入
し

て
罪
を
限
わ
し
め
る
詔
を
下
し
た
時
、
楚
王
英
は
責
総
白
執
三
十
匹
（
後
淡
紀
責
緑
廿
五
匹
白
絨
五
匹
、
東
覆
漢
記
責
鐸
州
五
匹
白
執
五

れ
る
。

し
て
時
代

の
偲
説
も

換
言
す
れ
ば
漠
書
の
闊
賓
、
烏
大
山
隣
道
と
云
う
四
域
交
通
路
の
記
波
か
ら
彿
数
が
前
淡
未
に
仰
来
し
た
考
え
ら
れ
た
よ
う
に
見
受
け
ら

居
ら
れ
、
前
漠
末
佛
数
が
偲
来
し
た
と
す
れ
ば
、
前
漠
瞥
の

烏

t
山
隣
道
の
ル
ー
ト
て
‘
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

れ
て
居
る
。

頃
安
批
高
三
（
竺
の
誤
）
佛
朔
な
ど
連
り
に
四
城
僧
の
来
支
し
た
頃
に
成
立
し
た
佛
敦
偲
説
の
一
と
し
て
見
る
べ
き
ノ
J

あ
ろ
う
と
云
つ
て

の
畠
躙
後
、
人
々
の
間
裏
に
佛
敦
と

え
ば
大
月
氏
と
綜
び
付
い
て

え
ら
れ
る
時
代
邸
ち
後
淡
〇
桓
帝
虚
帝
0
頃、

肌
紀
中

は
、
大
月
氏
が
ヒ
ン
ヅ
ー
ク
シ
ュ
山
脈
を
越
え
て
、

カ
ー
プ
ル
流
域
の
ガ
ン
グ
ー
ラ
に
都
し
、
彿
数
弘
法
の
大
王
て
あ
っ
た
カ
ニ
シ
カ
王

ン

ダ
ノヘ

I 
｝レ
ヽ

に
至
る
。

こ
の
二
道
の
中
て
後
者
こ
そ
前
漠
末
に
佛
数
が
東
灌
し
た
ル
ー
ト
て
あ
る
と
さ
れ
、
魏
牲
の
元
嵩
元
年
の
・
仰
説

行
き
大
月
氏
の
都
バ
ク
ト
リ
ア
に
達
し
、

一
は
南
下
し
ギ
ル
ギ
ソ
ト
も
網
て
ガ
ン
グ
ー
ラ
団
ち
い
衷
に
至
り
、
更
に
四
南
烏
犬
山
陰
（
カ

通
つ
て
子
闘
（
コ
ー
タ
ン
）
を
通
過
し
、

タ
シ
ク
ル
ガ
ン
か
ら
葱
嶺
（
ペ
ミ
ー
ル
高
台
）
に
入
り
、

一
は
ワ
カ
ン
裕
谷
に
滑
う
て
四
北
に

確
毀
な
事
四
て
あ
り
、
そ
の
偉
来
の
ル
ー
ト
は
前
漠
苔
に
見
え
る
間
賓
、
烏
文
山
隣
道
て
、
東
か
ら
行
く
と
南
直
（
且
脊
山
脈
北
賃
）
を

佛
救
僻
束
文
欺
に
就
い
て

一
六



佛
敦
偲
末
文
獣
に
就
い
て

六

0
下
の

の
偲
て
あ
る
。

普
天
文
陰
陽
之
術
」
の

～ヒ

こ
す
る
こ

に
そ
の
記
幕
が
見
え
る
黙
か

（
柳
下
恵
の
こ
と
）

と
記
し
て

て
切
れ
「
以
…
•
•

の
文
句
は
な
い
。
楚
王
英
は
こ
の
後
大
に
方
士

の
結
果
そ
の
罪
を
問
わ
れ
た
が
、
明
帝
こ
れ
を
憫
み
楚
王
英
を
丹
陽
の
文
字
を
刻
ん
て
符
瑞
と
な
し
、
永
平

徒
し
、
湯
沐
邑
五
百
戸

の
方
は
浮
屠

一
面
に
は
黄
老
之
徽
言
に
封
し
て
浮
屠
之
仁
詞
と

、
遂
に
方
士
に
誤
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
然
し
楚
王
英
の
佛
敦
伯
仰
は
こ
の
ま
ま
信
じ

て
よ
い
も
の
か
。
老
子
と
佛
と
の
闘
係
は
魏
暑
に
「
浮
屠
所
戟
奥
中
國
老
子
鑑
相
出
入
」
と
記
し
て
い
る
が
、
老
彿
の
闘
遮
説
を
後
漠
の

初
め
ま
て
淵
つ
て
よ
い
か
。
疑
な
き
を
得
な
い
。
但
し
浮
屠
之
仁
詞
と
云
う
語
は
哀
宏
の
後
漠
紀
に
も
あ
り
、
叉
三
國
志
の
臭
志
巻
十
九

孫
琳
偲
中
に
も
「
悔
慢
民
紳
、
遂
燒
大
桐
頭
呉
子
宵
店
、
叉
壊
浮
屠
詞
、
斬
道
人
」
と
あ
る
。
同
じ
く
呉
志
巻
四
劉
緬
偲
に
丹
陽
の
窄
融

の
こ
と
を
記
し
大
に
浮
屠
詞
を
起
し
た
こ
と
を
記
す
、
そ
れ
と
暑
同
一
の
文
が
後
漠
芥
巻
百
―
―

寺
と
か
い
て
い
る
。
仁
詞
の
仁
は
佛
数
の
不
殺
生
戒
か
ら
来
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
が
、

封
句
的
な
用
法
も
考
え
ら
れ
る
。
普
通
に
は
孫
琳
僻
の
如
く
浮
屠
祠
と
云
っ
た
の
て
あ
ろ
う
。
叉
桑
門
と
い
う
字
は
沙
門
と
い
う
字
よ
り

古
い
ら
し
く
、
順
帝
の
批
に
張
術
が
酉
京
賦
を
作
り
、
後
宮
の
美
人
を
う
た
い

居
る
か
ら
、
桑
門
は
後
漠
時
代
の
用
語
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
楚
王
英
の
佛
敦
闘
係
の
記
慕
は
後
漠
時
代
に
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
、

明

帝

雲

帝

の

間

に

作

ら

れ

の

黄

老

信

仰

に

附

會

し

て

偽

作

さ

れ

た

も

の

ぞ

L

は
な
か
ろ
う
か
。

黄
老
信
仰
と
佛
敦
信
仰
が
結
び
付
い
て
居
る
も
う
―
つ
の
例
は
、
桓
帝
に
就
い
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
を
記
す
は
、
後
漢
芥
巻

、
天
文
災
異
に
よ
り
宦
官
朝
政
を

に
も
あ
る

こ
れ
に
よ
る

の

を
賜
わ
っ
た
が
翌
年
自
殺
し
た
。

年
逆
諜
の
密
告
あ
り
、

悔
吝
、
其
還
贖
以
助

し、．

が
、
後
漠
書
に
は

匹
）
を
奉
つ
て

い
出
て
た
が
、
明
帝
は
そ
れ
を
受
取
ら
ず
、



然
ら
ば
杞
帝
の
佛
敦
信
仰
は
後
涙
凸
の

思
わ
れ
る
。

「
以
胴
浮
肛
老
子
、

一
の

と
記
し
て
い
る
。
此
の
論
の
文
句

が
栢
帝
を
峠
め
る
の
に

づ
い
て
賽
か
れ
た
と

を
集
っ
た
こ
と
は
明
か
て
あ
る
が
、

に
見
え
る
よ
う
た

っ
た
こ
と
は
見
え
な
い
、
但
栢
帝
紀
末
の
論
に

平
／
 

突
氏
の
「
四
十
二
章
鑑
〇
研
究
」

批
判
さ
れ
て
い
る
（
煎
明
求
法
諒
の
研
究
）
。
鈴
木
氏
は
担
帝
の
時
に
躙
存
四
十
一

在
し
、
己

多
少
行
わ
れ
た
所
か
ら
只
栢
が
之
を
引
説
し
た
の
て
あ
る
と
云
ひ
、
常
盤
拇
士
は
四
十
二
章
饂
0
原
形
囮

が
桓
帝
の
時
に
あ
る
を
必
嬰
と
せ
ず
と
し
、
む
し
ち
四
十
一
の
成
立
が
臭
支
謙
の
瑞
應
本
赳
紐
の
後
て
あ
る
と
見
た
方
が
考
え
易
い
、

目
録
の
研
究
の
結
諭
と
し
て
は
四
十
一
の
出
躙
闊
代
を
早
く
て
東
晋
初
期
頃
と
さ
れ
た
。

桓
帝
と
老
子
と
0
闊
係
は
後
漠
喜
唸
十
八
条
記
志
に
「
栢
帝
郎
位
十
八
年
、
好
紳
怒
、
延
咲
八
年
初
使
中
常
待
之
院
詞
苦
縣
、

子
、
九
年
説
胴
老
子
於
櫂
罰
、
文
信
芦
墾
飾
、
惇
金
釦
器
、
殴
華
蓋
之
坐
、
用
郊
天
槃
」
と
あ
り
、
巻
七
本
紀
に
も
「
延
嘉
八
年
春
正

月
、
攣
甲
常
侍
左
棺
、
三
苦
縣
、
町
老
子
」
及
び
「
延
殿
九
年
七
月
庚
午
、
胴
責
老
於
耀
龍
宮
」
と
記
す
、
東
観
漠
記
巻
三
に
も
「

云
」
と
あ
り
、
後
漠
紀
は
老
子
を

佛
敦
侮
末
文
欺
に
就
い
て

と
な
ど
翌
占
め
た
人
て
あ
る
が
、
そ
の
偲
中
に
「
叉
間
、
宮
中
立
責
老
、
浮
屠
之
詞
、
此
道
清
虚
、
尚
無
為
、
好
生
悪
設
、
省
慾
去
奢
、

今
陛
下
嗜
慾
不
去
、
殺
罰
過
理
、
既
乖
其
逍
、
登
覆
其
眸
、
或
言
老
子
入
夷
秋
官
浮
屠
、
浮
居
不
三
宿
桑
下
、
不
欲
久
生
恩
愛
、
精
之
＝

也
、
天
紳
坦
以
奸
女
、
浮
屈
曰
、
此
但
革
翫
底
血
、
遂
不
防
（
防
か
）
之
、
其
守
一
如
此
、
乃
能
成
追
、
今
陛
下
姪
女
聾
婦
、
絋
天
下
之
四
、

甘
肥
飲
美
、
附
天
下
之
味
、
奈
伺
欲
如
責
老
乎
」
と
上
芥
し
た
と
あ
る
。
此
の
文
句
は
後
淡
紀
に
は
な
い
後
洟
記
は
襄
桁
に
闊
氾
し
て
浮

居
の
こ
と
を
一
二
つ
て
い
な
い
。
ま
た
此
の
文
中
の
三
徊
桑
下
、
好
女
、
の
條
句
は
四
十
二
章
網
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
は
、
鈴
木
宗

二
六
九
、
二
七
0
、
二
七
一
、
二
七
―
―
-
）

に
指
遥
さ
れ
て
居
り
、
常
揺
拇
士
は
鈴
木
説
を
更
に

に
類
似
し
、
若
し
く
は
其
甚
礎
た
る
べ
き
も
の
が
存

に
祀
る
と
云
い
費
老
と
は
云
わ
ぬ
。
以
上
述
べ
た
所
て
は
老
子
或
は
貰
老

と
闘
係
あ
り
、

と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
自
分
の
考
え
て
は

仰
数
の
数
を
借
り
た
け
れ
ば
も
公
ら
な
か
っ
た
と
一
＝
ぅ
黙
に
大
き
太
疑
間
を
持
つ
。
楚
王
英
の
担
合
と
同
じ
く
桓
帝
の
黄
老
信
仰
に
乗
じ
て

一
八

詞
老



の

豆）

い
て

一
九

此
の
時
期
岬
ち
紀
元
一
世
紀
後
半
は
パ
ル
チ
ア
人
が
パ
ン
ジ
ャ
プ
地
方
の

し
入
待
さ
せ
た
。

0
章
帝
和
帝
の
時
代
は

が
ペ
ン
ジ
ャ
プ
て
は
メ
ナ
ン
デ
ル
王
の
冗
後
号
ヵ
朕

こ

と
し
て
む
つ
か
し
い
間
坦
て
あ
る
が
、
明
帝
の
次
ぎ
の
窄
帝
建
初
年
間
0

0
あ
る
こ
と
を

と
奢
を
開
く
ま
て
紀
元
前
一
枇
記
後
半
が
四
域
交
通
可
能
0
時
期
て
あ
る
。

一
見
る
と
大
夏
（
バ
ク
ト
リ
ア
）
が
大
月
氏
に
逐
わ
れ
て
ヒ
ン
ヅ
ー
ク
シ
ュ
山
脈
を
越
え
、
ペ
ン
ジ
ャ
プ
の
サ
ガ
ラ
に
都
し

カ
ー
プ
ル
と
ペ
ン
ジ
ャ
プ

丘
5
[
）
の
ミ
リ
ン
グ
王
て
、
佛
俯
ナ
ガ
セ
ナ
と
問
答
し
た

る
が
、
何
れ
に
せ
よ
そ
の
時
代
は
武
帝
以
前
、
四
域
交
通
未
開
時
代
て
あ
る
か
ら
佛

ら
れ
ぬ
。
然
し
佛
敦
は
バ
ン
ジ
ャ
プ
地
方
に
行
わ
れ
て

ル
ー
ト
の
開
か
れ
た
時
代
に
、

〇
如
く
佛
数
東
漸
を
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い

に
入
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
後
淡
時
代
に
な
る
と
明
帝
の

と
す
れ
ば
、
宜
帝
か
ら
王
罪
に
至
る
紀
元
前

世
記
後
半

0

。
郎
位
し
た
0
が
メ
ナ
ン
デ
ル

え
ら

0

よ
う
に
な
っ
た
の
は
紀
元
前

ヘ
リ
オ
ク
レ
ス
王
の
世
て
あ
っ
た
。
王
の
次
ぎ
に

方
印
度
の

な
っ
た
記
元
前
一
世
紀
中
頃
て
、
そ
れ
か
ら

C) 

は
な
お
存
在
し
、
四
域
交
通
が
安

っ
た
は
息
え
な
い
。

に
つ
い
た
の

の

と

前
漠
武
帝
時
代
は
張
応
の
大
月
氏
派
磁
、
李
炭
利
の
大
宛

フ
ェ
ル
ガ
ナ
）
氾
征
、
衛
青
、

〇
匈
奴
征
伐
弯
あ
る
が
匈
奴

た
い
。 さて

の
偲
来
を
、
前
後
漠
〇

と
印
度
。
ハ
ン
ジ
ャ
ブ
地
方
〇

か
ら
見
る
と
ど
う
た
る
か
に
つ
い
て
述
べ
て
見

ア
ジ
ア
研
究
罪
誌
、
巻
十
七
、
一
九
五
四
年
十
二
月
）
。

〇
拓
本
に
彿
聾
て
な
け
れ
ば
見
ら

ヽ
1
`

、

し
T

ノ

て

の
は
参
考
に
な
る
（
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
學
、

僻
来
し
た
か
。

こ
れ

偉
の
「
叉
間
云
々
」
の

0
作
鰐
て
は
あ
る
ま
い
か
。

た
。
て
は
あ
る
ま
い
か
。

し）

}' 

’‘ 

に
も
見
え
な
い
か
ら
、



櫂
を
握
つ
て
居
た
が
、
四
域
交
通
は
前
漠
宜
帝
以
後
王
奔
に
至
る
問
よ
り
盛
ん
て
あ
っ
た
の
て
は
な
か
ろ
う
か
。
自
分
は
佛
敦
の
東
潮
を

こ
の
明
帝
の
酉
域
復
活
後
に
罹
き
た
＜
恩
う
。
而
し
て
ペ
ン
ジ
ャ
プ
、
カ
ー
プ
ル
地
方
は
そ
0
う
ち
に
大
月
氏
0
南
下
と
た
り
、
カ
ニ
シ

カ
王
の
出
硯
は
佛
敦
東
漸
に
蹟
穏
性
を
奥
え
た
と
恩
わ
れ
る
の
は
、
カ
ニ
シ
カ
王
の
年
代
に
は
色
々
説
が
あ
る
が
、
ギ
ル
シ
ュ
マ
ン
氏
UJ

二
世
紀
中
頃
と
す
る
を
正
し
い
と
す
れ
ば
（
憔
界
犀
史
事
典
梃
氏
紹
介
）
淡
て
は
丁
度
杞
帝
時
代
に
賞
る
。
高
俯
他
を
見
る
と
、
安
枇
高
以

下
の
名
俯
逹
が
絞
々
渡
来
し
始
め
た
の
は
加
帝
霊
帝
時
代
か
ら
と
し
て
居
る
の
と
併
せ
考
え
る
べ
き
て
あ
ろ
う
。

佛
敦
他
末
文
獣
に
就
い
て

二

0




